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はじめに
　霧社事件は1930年（昭和5年）に台湾で起きた、日本に
対する最大の抵抗運動として知られる（１）。事件が勃発す
るに至るまでの日本統治のむごさ、事件そのものの酸鼻を
極めた状況、そして鎮圧に当たった日本軍の無道なこと、
こうした一連の経緯を踏まえて事件の持つ意味は極めて大
きく、日本史及び台湾史の中でも特に重要な事件とせねば
ならない。
　2017年に私はこの事件に関わる人々を記念した場を訪ね
る機会を得た（２）。そしてそこに建てられているいくつか
のモニュメントを実見し、特にそこに記される文章を目に
してそれらに表わされる「歴史認識」について考えてみる
必要を感じた。本稿はそうした経緯により、モニュメント
の内の牌坊と記念碑の文章を取り上げて初歩的な考察を試
みるものである。それらの文章はこれまで検討の俎上に載
せられたことはほぼなく、さらに言及されていても字の誤
りも多々あった。資料として使えるよう、あらためて紹介
しておきたい。

牌坊の文について

　まず、牌坊の文について検討する。
　はじめにこの牌坊がある場所と施設について確認してお
こう。この場所は、現地の看板によれば「莫那魯道公園」
である。中華人民共和国との緊張関係を背景に、空襲に備
えて台湾各地に防空壕が掘られる中、1953年に仁愛郷の警
察分局の後方に防空壕を掘り進んでいたところ、30数名分
の人骨を発見。霧社事件の犠牲者であることが判明し、彼
らを讃えるためこの場所に碑を建てて記念することとした
（図１）という経緯がある（３）。
　道路に面して建っているのはいわゆる牌坊である（４）。
中国王朝時代に当時の道徳を体現した人物を顕彰するため
に数多く作られたもので、現在も残っている例は多い。そ
の形式を借りて、ここでも亡くなったセデック族の人々を

顕彰しているのである。この牌坊をくぐって進むと、人物
像がある。これはモーナ=ルダオの像である。モーナ=ル
ダオには、彼を中央にしてモーナ=シネ及びタナ＝ローベ
と三人で並んだ写真が残っており、その姿を模したものと
思われる（但し、この像では左腰に刀を佩びている）。像
の台基部分には「抗日英雄莫那魯道」と記されている。こ
の像については、台基の側面（人物の左手下側）に「統一
企業集団　統合開発股份有限公司　捐贈」とあって、台湾
の巨大企業である統一企業集団が寄贈したものであること
が知られる（５）。像を過ぎ、18段ほどの階段を上った先に
長文を刻んだ高い石碑があり、正面には「霧社山胞抗日起
義紀念碑」とある。裏の長文では題は「霧社起義戦歿者紀
念碑記」とあり、現地の看板によれば名称は「霧社事件抗
日紀念碑（莫那魯道紀念碑）」である。その先には平たい
石があり、「無名英雄之墓」（字は金象眼）の文字がある。
そして最も奥に位置するところに、「莫那魯道烈士之墓」
がある。墓の背後には円形の装飾があり、その左右にはセ
デック族の人々の姿を描いたレリーフがある。このレリー
フは墓を要とした扇型のようになっており、さらにその壁
面の上は小高い地形になっているので、墓亀と墓山を備え
た漢民族の伝統的な墓の形式を模しているように見える。
以上の、牌坊・モーナ=ルダオ像・霧社山胞抗日起義紀念
碑・無名英雄之墓・莫那魯道烈士之墓は道路側から奥に向
けて一列に並んでいる。加えて、道路側から見てその並び
の右側に霧社原住民抗日群像と題する子供を含めた5人（及
び犬1頭）の銅像とその来歴を記したプレートがある（道
路からの距離は、牌坊とモーナ=ルダオ像の中間くらいに
位置する）。プレートの文章（南投県長林源朗の執筆）に
よれば、モーナ=ルダオ像と霧社原住民抗日群像は民国86
年（1997年）10月の建立で、いずれも統一企業集団の捐贈
になると明記する。像は彫刻家の鄧廉懐氏の作だという。
約20年前のことで、比較的新しいと言えよう。
　では、牌坊について検討する。大理石製で、高さや幅に
ついてのデータはなく、今回掲げる写真によってだいたい
のサイズを想像していただきたい（図２）。形としては三
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間四柱式のシンプルなものである。牌坊によくある上部を
建物の屋根のように造る構造にはなっていない（よって、
三間四柱三楼式ではない）。現代における建造ということ
もあり、往時のような仰々しい形式はとらなかったのであ
ろうか。
　牌坊には、正面（道路側）・裏面の両方に文字が刻まれ
ている（図３～４）。以下にそれを記しておこう。

（正面）
　中央横（横書き）：碧血英風　　【陳誠】
　中央右（縦書き）：抗暴殲仇九百人壮烈捐生長埋碧血　【中
華民国四十二年歳次癸巳穀旦】
　中央左（縦書き）：褒忠愍難億萬世英霊如在永勵黄魂
【台湾省政府主席兪鴻鈞敬題】
　右側（横書き）：典型足式　　【陳雪屏敬題】
　左側（横書き）：永垂青史　　【中華民国四十二年　鄒清
之題】
　右（縦書き）：百戦忠魂千秋恨事　　【癸巳仲春吉旦】
　左（縦書き）：一朝義憤萬古馨香　【楊肇嘉撰　賈景徳書】

（裏面）
　中央横（横書き）：義膽忠肝　　【中華民国四十二年四月
黄朝琴】
　中央右（縦書き）：埋骨鬼猶雄此地本荒煙蔓草　　【癸巳
季春之月】
　中央左（縦書き）：歸魂家莫覓満山正明月梅花　　【次貢
李景堃撰幷書】
　右側（横書き）：日月爭光　　　【中華民国四十二年四月
　　陶一珊】
　左側（横書き）：遺烈千秋　　【霧社山朋　抗日△△紀念
中華民国四十二年四月　南投縣長△△△題】
　右（縦書き）：殺身以成仁長留正気　　【中華民国四十二
年四月】
　左（縦書き）：臨難毋苟免共仰芳型　　【鈕禾建撰幷書】

　牌坊に記される文は以上のとおりである。【 】で括った
のは文に添えられた小文字の日付や起草者の名などであ
る。なお、一か所、裏面の左側横書きの「遺烈千秋」に関
する部分で五文字ほど不鮮明で判読できなかった。
　記された文章中、四字の成句が六カ所あり、これは意味
は一見して明らかである。「典型足式」「永垂青史」「日月
爭光」「遺烈千秋」は、彼らの大きな功績は後世にも長く
語り継がれるという意味である。なお、「碧血英風」「義膽
忠肝」については後ほどあらためて検討する。八字につい
ても、基本四字一句を二つ重ねたもので、これも意味は明
らかである。「百戦忠魂千秋恨事」と「一朝義憤萬古馨香」
は、それぞれの中で四字・四字で対句を成し、また合わせ
て八字・八字としても対句になっている。決起するに至っ
た彼らの憤りと恨み、そして彼らへの賞賛は、永く続き止

むことはない、という意味である。九字については、以下
のように読み下しが出来よう。

（裏面）
　右（縦書き）：殺身以成仁、長留正気（身を殺し以て仁
を成す。長く正気を留めん）
　左（縦書き）：臨難毋苟免、共仰芳型（難に臨みて苟も
免れることなし。共に芳型として仰がん）

　やはり、彼らの決然たる正義の行動は、以後も長く模範
として仰ぐべきだとの意である。
　さらに長い一二字は五字と七字に区切り、以下のように
読める。

（裏面）
　中央右（縦書き）：埋骨鬼猶雄、此地本荒煙蔓草（埋骨
の鬼は猶お雄たるも、此の地は本と荒煙蔓草なり）
　中央左（縦書き）：歸魂家莫覓、満山正明月梅花（歸魂
の家は覓めるなきも、満山、正に明月梅花なり）

　これらの句は、先述した1953年の遺骸発見を受けて、犠
牲者の心情を思いやり哀悼するものである。
　最も長い一五字は、以下のように読める。

（正面）
　中央右（縦書き）：抗暴殲仇九百人、壮烈捐生、長埋碧血（暴
に抗し仇を殲す九百人、壮烈にして生を捐て、長く碧血を
埋む）
　中央左（縦書き）：褒忠愍難、億萬世、英霊如在、永勵
黄魂（忠を褒め難を愍み、億萬世も英霊は在すが如く、永
く黄魂を勵ます）

　文字数こそ増えているが、基本的には上記の句と同様
に、彼らの闘いを讃え長く記念さるべきであることを言う
ものである。
　この牌坊に記される以上の文句は、いわゆる対聯になっ
ている（６）。対聯とは対句によって構成される文を、家の
門や柱などに、紙に書いて貼ったりあるいは直接刻んだり
するもので、現在においても中国人の習慣として到る所に
見かけるものである。貼る場所によって区分して門聯・楹
聯などと称する分類もあれば、内容によって区分した春
聯・壽聯や輓聯と称する分類もある。この牌坊の対聯は、
内容的には霧社事件で犠牲になったセデック族の人に対す
る輓聯である。
　牌坊表裏の対聯を見て気が付くのは、まず、一切の固有
名詞がなく、匿名性の高い文となっていることである。こ
れは対聯（輓聯）に一般的な性格ではあり、特にこの牌坊
にだけあてはまるものではないのではあるが、事件の独自
性や人物の固有性を消し去って一般化してしまったもので
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あることは否定できない。次に、哀悼よりも顕彰の要素が
強いことである。モーナ＝ルダオらの行動は模範として後
世に残るといった表現が牌坊の表裏に出ていることは上記
のとおりである。事件の発端も、日本軍による鎮圧作戦も、
男子のみならず婦人たちの自尽も、どの段階も凄惨な状況
に違いないのであるが、その悲劇性よりも彼らの行動に対
する肯定的評価と顕彰の表現が多いように思われる。その
ため、彼らの背負った苦しみや悲しみが伝わってこないと
いう印象である。
　さて、対聯は平仄にも留意したまさしく詩の一部ないし
詩のようなものであるが故に、内容に合わせて表現はむし
ろ非常に類型化している。中でも死者を弔う輓聯の場合に
は、性別や年齢さらには死者の生前の立場や職業に合わせ
て使う語句が決まっているほどであって、それ故逆に「誰
に対するものを見ても似たようなもの」となり、当該人物
についての個性的な表現はなかなか難しく、ここで取り上
げる牌坊についても例外ではない。しかし逆に、どのよう
な表現（語句）が用いられているかに注目すれば、輓聯の
作者が死者の業績をどのように評価しているかがわかるこ
とになる。つまり、この牌坊の輓聯にどのような語句が用
いられているかを見れば、その作者が事件の犠牲者をどの
ように見たのかが推測できるのである。また、個性的な表
現をしようとする際には、その人物が深く関わった特定事
件に関する情報を語句に忍ばせておく手法もあり、そこに
注目して評価を推測することもできる。
　こうした対聯（輓聯）の特徴を踏まえ、特に注目すべき
語を三つほど取り上げて、以下、検討を加えてみよう。

対聯と輓聯

　莫那魯道公園の入り口にある牌坊に刻まれた対聯におい
て注目すべき語は、①碧血（２か所に見える）、②殺身以
成仁、③義膽忠肝、の三つである。以下、順に説明を加え
ておく。

　①碧血　この語は、『荘子』外物編の「人主莫不欲其臣
之忠、而忠未必信。故伍員流于江、萇弘死于蜀、蔵其血三
年而化為碧。」とある話に由来する。伍員は伍子胥のこと
で、有名な人物でもありここでは縷説しない。萇弘は春秋
時代の人で、周の大夫。奸臣の讒言を王が信じて蜀に追放
され、口惜しさのあまり自尽して果てたが、その志に感じ
入った蜀の人が彼の血を箱に入れて保管したところ、三年
後にその血が碧玉に変わったという伝説がある（『荘子』
外物、成玄英疏。なお、萇弘は謀殺されたとの説もある
が、それでは血の保存は難しい）。君主は臣下が忠である
ことを欲するが、臣下の忠が信を得ないこともあり、伍子
胥も萇弘も悲惨な最期を遂げているではないか、というの
が『荘子』外物の主旨である。この文脈からは、碧血とは

忠義の臣下の誠心の象徴のように見えるのであり、モーナ
=ルダオらの行動とは距離があるように思える。彼は誰か
の忠義の臣下では決してないし、またその死も（伍子胥や
萇弘のように）誰かに信用されなかった結果によるもので
はない。その意味で、モーナ=ルダオらに碧血の語を用い
るのは強い違和感を覚える。但し、この点についてはまた
別な考え方が可能であると思われるので、後述する。
　②殺身以成仁　この句は『論語』衛霊公の「子曰、志士
仁人、無求生以害仁、有殺身以成仁。」に基づく。志のあ
る者や徳ある者は、命惜しさに“仁”を損なうようなこと
はしない。むしろわが命を捨てても“仁”を行うことさえ
ある、という意味である。これはモーナ=ルダオの行動を、
命がけで“起義”を行ったものというように評価したもの
とみることができる。
　③義膽忠肝　これは義膽と忠肝を合せたもので、忠肝義
膽でも意味は同じ。膽と肝はいずれもいわゆる「肝っ玉」
すなわち精神力・魂のことを言う。それに忠義の二文字を
付したもので、義膽忠肝は要は「忠義の魂」という意味で
ある。したがって、先の①碧血と同様、ここでもモーナ=
ルダオらの行動を“忠義”として評価しているというこ
とになる。しかし誰の臣下でもないモーナ=ルダオらがど
うして忠義の実行者であり得ようか。①ともども、モーナ
=ルダオらの行動に対する評価としては違和感を覚えると
ころである。但し、「忠」を君主に対する道徳の「忠」に
解さず、「まごころ」の意味の「忠」と解せば（７）、嘘偽り
のない心情を表現したものとしてふさわしくはなるであろ
う。

　以上、牌坊の輓聯について①碧血、②殺身以成仁、③義
膽忠肝、の三つの語に注目した。これらの語は、他の人物
の輓聯にも用いられており、若干ながら例示する（８）。

①碧血
　劉仁の輓聯（張大中らの作）に「為革命、為人民、六秋
清白一世、丹心碧血、堅貞長葆党人魂」とある。劉仁（1909
～ 1973）は中国共産党員で北京市の第二書記を務めたこ
とのある人物。文化大革命時に酷い迫害を受け、獄中で死
んだ。誠心の者が不当な弾圧を受けて死んだという碧血の
故事と同じ境遇の故に彼に「碧血」の語が使われているの
であろう。
　また、革命家として有名な秋瑾（1875 ～ 1907）の輓聯
にも「碧血長開革命花」（馮玉祥の作）や「軒亭洒碧血」（孫
文の作）の句がある。
②殺身以成仁
　王銘章の輓聯（趙熙の作）に「殺身成仁、效死勿去」と
ある。王銘章（1893 ～ 1938）は抗日戦で亡くなった陸軍
の将軍。やはり抗日戦で死んだ武士敏（1892 ～ 1941）の
輓聯（左権の作）にも「堅持在敵後抗戦、英勇至殺身成仁」
の句がある。なお、王銘章のための輓聯は多く作られてお
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り、その中には、「千秋留正気」（成都の群衆の作）や「為
中華民族争光」（毛沢東の作）など、霧社の牌坊の輓聯と
共通する字句がまま見られる。抗日の戦いでの死という共
通要素によるものであろう。
③義膽忠肝
　陳化成の輓聯（作者不明）に「忠肝義膽、重于山、堅于
石、忘吾身、不忘吾主」とある。陳化成（1776 ～ 1842）
は清朝の官僚で、アヘン戦争時に江南提督を務め、イギリ
ス軍との戦闘で亡くなった。侵略者と戦って命を落とした
英雄として評価される。上海には彼を顕彰する陳化成紀念
館があり、展示には「民族英雄」との表記があるようであ
る（９）。

　無数にある輓聯につきその全てを網羅することは不可能
であり、私が見たのもほんの少数に過ぎないのであるが、
碧血、殺身以成仁、義膽忠肝の三つの語句について言えば、
事績において共通するものがあることは概ね了解しうる。
即ち、碧血については誠心の者が不当に抑圧され無念の思
いを抱いて死んだ場合、殺身成仁と義膽忠肝については侵
略者に抵抗して勇敢に戦い命を落とした場合、それらの語
句が用いられているということである。牌坊の輓聯にそれ
らの語句が用いられているということは、当然、モーナ＝
ルダオらの行動をそのように評価しているということにな
る。
　しかし、前述のように、碧血と義膽忠肝については故事
の来歴からはモーナ＝ルダオらの行動とは直接には結びつ
き難いようにも思われる（特に忠の要素について）。ここ
で、何故それらの語句が使われているのかについて、一つ
の可能性を示しておきたい。実は、碧血及び義膽忠肝の両
方が用いられている文学作品があるのである。それは、南
宋から元の時代に生きた汪元量（生没年不明）の「浮丘道
人招魂歌」である。浮丘道人とは文天祥（1236 ～ 1282）
のことであり、文天祥といえばモンゴルの侵攻に最後まで
抵抗し、捕えられても降伏をいさぎよしとせずに最後は処
刑された人物として有名である。彼のために汪元量が作っ
たのが「浮丘道人招魂歌」であり、その中に「地結萇弘
血成碧」や「忠肝義膽不可状」の句が見えているのであ
る。なお、文天祥の下で諮議参軍を務めた謝翺（1249 ～
1295）の作品中にも「雨青くして化血を余し、林黒くして
帰魂見る」の句があり、前半はこの碧血の故事を踏まえた
表現である。文天祥の事績は、古典にみえる碧血の故事に
よって評価されるにふさわしいものであったことがうかが
えよう。外国勢力の侵攻に命懸けで抵抗したという事績に
おいて、文天祥とモーナ=ルダオらに共通の特徴があると
見なされ、文天祥を悼みつつも讃える「浮丘道人招魂歌」
が参照されたとすれば、牌坊に碧血や義膽忠肝の語が用い
られることとなっても不思議はない。“忠義”の本来的な
定義には合わないものの、侵略者への命がけの抵抗という
点において、文天祥とモーナ=ルダオらは共通の褒め言葉

を獲得したのだ。牌坊の対聯の作者たちが「浮丘道人招魂
歌」を実際に読んで知っていたか否かは追究のしようはな
いが、この作品が参照された可能性もあるのではないだろ
うか。もしそうであれば、モーナ＝ルダオらは外国の侵略
者に命懸けで抵抗した英雄としての歴史的評価を得たこと
になる。
　以上、あらためて確認しておくならば、①～③の表現か
らは、モーナ=ルダオらが命がけで侵略者に抵抗し正義の
行動をとったという評価がうかがえるとしてよいであろ
う。

　さて、前述のように対聯はその目的や場にふさわしい言
葉の候補が多数決められていて、独創的個性的表現はなか
なかに難しい（元来求められてもいないのだが）。しかし、
まさにその人物に固有の行動に関わる情報を盛り込むこと
で特別な対聯を作るという技法もある。この牌坊でいえ
ば、正面中央右の柱の「抗暴殲仇九百人、壮烈捐生長埋碧
血」という文中の「抗暴殲仇九百人」の句がそれに当たる。
「九百人」という数は戦死者と自殺者を含めたセデック族
の犠牲者の数である。牌坊と同年に建てられた霧社起義戦
没者紀念碑記、及び餘生紀念碑記（1986年建立。霧社より
やや離れた川中島＝清流にある）もその数を碑文中に掲げ
ている。この文では、リーダーであるモーナ＝ルダオ個人
だけではなく、事件の犠牲者となったセデック族の人々す
べてもまた誠心を内に秘めたまま非業の死を遂げた“英
雄”という評価・位置づけになる。
　なお、「殺身成仁」と「義膽忠肝（忠肝義膽）」の語は、
「霧社山胞抗日起義紀念碑」にも見えている（後述）。し
かも牌坊の撰者を見るならば、「殺身成仁」は鈕禾建、「忠
肝義膽」は黄朝琴であり、「霧社山胞抗日起義紀念碑」を
起草した楊肇嘉ではない。事件の見方評価について筆者が
違っても同様な語句を用いるこうしたあたりに、いかにも
輓聯らしいステレオタイプの発想を見ることができる。

牌坊の輓聯の撰者について

　先に検討した牌坊の文章は、撰者や書者の名が記されて
いる。牌坊に建設に携わった人々がどのような立場の者で
あったのか、簡単ながら以下に列記しておく。順番は、先
述した通りに牌坊の正面から裏面へとわたって登場した順
で示す（10）。

陳誠（1898 ～ 1965）
　浙江省青田の人。師範学校卒業後に保定軍官学校に入
学。のち国民党に加入し、軍人として多くの戦いに参加す
る一方、国民党の中央執行委員をはじめ要職を歴任する。
1948年に台湾へ渡り、それからは行政院院長や副総統、国
民党副総裁を務めるに至った。台湾にて病没。
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兪鴻鈞（1898 ～ 1960）
　広東新会の人。上海民生中学卒業後、上海聖ヨハネ大学
に入学し、卒業後は助教を務めた。『大陸晩報』（英文）の
記者などを経て上海市政府関係の職に就き、1937年には上
海市市長になる。1937年の第二次上海事変の際には日本軍
との交渉に当たっている。1941年以降は財政部の職や中央
銀行総裁など、財政関係の任につき、中華人民共和国成立
以前に台湾へ渡る。1953年4月に台湾省政府主席、1954年
には行政院院長となる。1958年以降は中央銀行総裁を専任
した。

陳雪屏（1902 ～ 1999）
　ウィキペディアでは1901年生れ、1999年死亡とする。江
蘇省宜興の人。北京大学を1926年に卒業後、アメリカに留
学してコロンビア大学で心理学を研究し、学位を取得して
1930年に帰国。いくつかの大学で教鞭をとる一方、国民党
中央執行委員に当選し、政府の教育畑の職も歴任。1949年
5月に台湾へ渡り、1953年には台湾大学教授となる。その
後は一方で総統府の国策顧問や中央研究院の評議員、故宮
博物院の常務委員などの職を務めた。

鄒清之（1913 ～ 1968）
　台湾新竹県の出身だが、祖籍は広東省五華である（11）。
若くして抗日運動に身を挺し、日本敗戦後は、日本軍にい
た台湾籍の青年が多数広東にとどまっていたので彼らを連
れて台湾に帰った。1949年から台湾省政府委員を務め、
1956年からは台湾土地銀行の常務董事を務めた。

楊肇嘉（1892 ～ 1976）
　台湾台中の人。早稲田大学を卒業し、抗日戦争中は抗日
同志会を結成した。のち、台湾省政府委員兼民政庁庁長や
総統府顧問を務めた。
　
賈景徳（1880 ～ 1960）【書】
　山西省沁水の人。科挙を受験合格し（1904年甲辰科の進
士）、いくつかの県知事を務める。民国に入ると山東や山
西など地方の職を歴任し、1939年に蒋介石によって国民政
府党政考核委員会委員に任じられると、そののちは次々と
要職に就き、中華人民共和国成立以前に台湾へ渡る。1952
年に考試院院長（1954年辞職）、1954年、総統府資政に聘
せられ、国民党中央評議員を務める。

黄朝琴（1897 ～ 1972）
　祖籍は福建省南安、のちに台湾台南に移る。1918年から
来日し中学で学び、1920年に早稲田大学政治経済科に入
学。在学中、日本への留学生の愛国運動に参加し、『台湾
民報』を発刊して革命思想を宣伝した。さらにアメリカ・
イリノイ大学に留学して政治学を専攻。1925年に中国国民
党に入党。学位を取得して帰国し、1928年から国民政府外

交部僑務局に勤務する。その後、海外で総領事や中国で特
派員を務め、日本敗戦後は一時期台北市長の市長職にも就
く。1947年に台湾第一商業銀行常務董事長に就任し、以後
は財界の要職を歴任した。『日本統治下之台湾』の著作あ
り。

李景堃（？～ 1955）【撰及び書】
　生年は不詳。福建省福州の人で、字は次貢。初中郷闈副
榜。京師大学堂を卒業。詩と画が得意で、特に山水に巧み
であった。また、工夫を凝らした園林建設に秀でた（12）。

陶一珊（1906 ～ 1978）
　江蘇省江寧の人。東南大学預科を経て、1928年に中央陸
軍軍官学校を卒業。上海市民政局局長を務め、中華人民共
和国成立以前に台湾へ渡る。1950年に革命実践研究院に入
り、のち、警察学校校長や台湾銀行顧問などを歴任した。

鈕禾建（1870 ～ 1965）【撰及び書】
　上海松江の人。科挙の合格者（1894年甲午恩科挙人）。
1898年に日本へ留学し、士官学校に入るとともに、中国同
盟会にも参加している。1900年に帰国後は、軍関係の職を
歴任する。1913年の第二次革命が失敗すると日本へ亡命
し、さらにイギリスやアメリカに逃亡する。帰国後は軍関
係の職を務め、1927年以降は武漢や江蘇など地方の要職に
就く。1949年に台湾へ渡り、1952年から総統府資政や国民
党中央評議委員を務め、最後はアメリカで病死した。

　以上、ごく簡単であるが関係者のプロフィールを記して
みた。出身としては鄒清之と楊肇嘉が台湾出身で、ほかは
みな大陸の生まれである。年齢世代的には、鄒清之を除け
ばほかはみな清朝末期の生まれであり、1900年前後の者が
多い。経歴としては軍人出身もいれば海外留学を経験した
学者もおり、また抗日運動に深く関わった者もいる。いず
れも牌坊建設当時、台湾において要職に就いていた者ばか
りであり、特に陳誠（行政院長）や兪鴻鈞（台湾省政府主
席）をはじめ、政界財界文化界の“大物”が揃っているこ
とがわかる。撰者たちのこうした特徴は、当然、この牌坊
に記される内容に影響を与えていると考えられる。
　まず、鄒清之と楊肇嘉以外は皆大陸の出身であり、光復
後に台湾に来た人たちばかりである。したがって、もとも
と台湾に対する認識や思い入れは薄かったのではないであ
ろうか。台湾史の固有の文脈の中でこの事件を理解すると
いう姿勢には至りづらかったかと推される。また、情報は
少ないながら、楊肇嘉も少数民族出身ではないらしいの
で、その意味では全員まさに漢民族の出身にして、漢民族
の伝統的文化を身につけた人物ばかりということになろ
う。とりわけ、賈景徳と鈕禾建の二人は科挙経験者であ
り、古典的学問の粋を極めたものと言うべきであろう。そ
れ故、この建牌においても漢民族の文化伝統に基づいた発
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想によって文を起草し顕彰を行ったものであることは自然
であろう。次に、李景堃については不明ながら、他の人々
は抗日運動に関わっていたことである。はっきりと抗日運
動に従事したと言うものはもとより、国民党に属し地位を
得ていた者についても当然そのように見てよい。即ち、撰
者たちが自らのそうした経験や立場に基づき、霧社事件に
おけるモーナ＝ルダオらに対して共感を寄せ、さらには同
志的な扱いをするに至るのは自然であるとみられる。
　霧社事件やモーナ＝ルダオらを想い記念しようとした際
に「輓聯」というまさに伝統的漢民族文化でそれを行った
のは、撰者たちの出身や経歴に照らせばまったく当然の流
れであった。しかしそれは、事件の当事者たちの真情に近
づいたものと言えるのであろうか、疑わしいというべきで
ある。また敢て推測すれば、彼らはみな事件の実際をどれ
ほど知っていたのであろうか。小学校の運動会を襲撃し婦
人や子供を多数殺害したことが、長く歴史に名を残す英雄
的行為であると本当に信じてあのような輓聯を書いたので
あろうか。不審であるというべきであろう。

霧社起義戦没者紀念碑記について

　牌坊からさらに前進し、モーナ＝ルダオ像の後ろにある
のが、霧社起義戦没者紀念碑記である。赤い円柱状の台座
の上に塔のように屹立し、正面には「霧社山胞抗日起義紀
念碑」と記し、背面に長大な「霧社起義戦没者紀念碑記」
が刻まれる（図５～６）。碑記は、牌坊にも文を寄せた楊
肇嘉の筆になる。
　この碑が置かれたのは、先述のように1953年の遺骸発見
を契機とする。以下に掲げる文の末尾にあるように、荒れ
果てた草むらの中から遺骸が発見され憐憫の情を禁じ得な
いという心情がつづられている。
　以下、「霧社起義戦没者紀念碑記」の全文を掲げ、また
現代中国語というよりは伝統的な漢文であるので読み下し
を示しておく（13）。

臺灣淪陥五十年、都人士不堪異族之摧殘、掲竿而起、誓死
復仇、前仆後継、忠肝義膽、可以驚天地而泣鬼神者、凡
四十餘次、而尤以山地同胞之視死如歸、不落人後、更属難
能可貴。
初、日人之遇山胞也、一言蔽之虐耳。虐之甚、牛馬且不若、
山胞容忍二十餘年而不即発者、相機有待也。民国十九年秋、
南投県仁愛郷馬赫坡社首領莫那道父子偵知十月念七日、霧
社小学開運動会、曰、機至矣。預戒其同族如期集、以鉤鎌
棘矜為兵器、身率以入、戮日首長以下三百餘人以歸。日軍
聞警、急調軍警数千人、以巨礟圍攻、且用毒策、使其同族
相残。山胞猝遭大敵、衆寡懸殊、強弱異勢、死傷枕籍、然
猶奮呼搏戰、不為所屈。當礟火之激烈也、諸山胞奮不顧身、
置生死於度外、婦孺則自墜懸崖而死、以励其丁壮敵愾同仇、

可歌可泣。日軍屢攻不逞、竟不顧人道投毒瓦斯弾。如是、
相持四閲月、血濺高山、屍填深壑、弾尽糧絶、大勢已去。
於是先後自戕、同歸於尽。斯時也、風雲変色・草木凄悲、
計自起義以来、戦死及自殺者九百餘人、吁亦惨矣。事聞於
日本国会、議論沸騰、遂使帝国主義者変其政策、改剿為撫、
不復更用威力、対于山地建設亦見有所改善。嗚呼、是九百
餘人者、殺身成仁為民族而犠牲、使後世山胞獲脱羈繋不少、
而後死之人、対其正気凛然、永可為後世楷模者、其可以無
記耶。滄桑多変、事隔二十三年、合葬之處、久已湮没。光
復以還、省府幾費苦心、近始発現於荒煙蔓草中、不禁惻然
憫之。爰為築墳樹碑、以安英霊而垂不朽焉。

臺灣省民政廳長楊肇嘉撰
中華民国四十二年四月中浣

臺灣の淪陥すること五十年、都
すべて

の人士は異族の摧殘に堪え
ず、竿を掲げて起ち、死を誓い仇を復さんとし、前仆れれ
ば後継ぎ、忠肝義膽、天地を驚かし鬼神を泣かしむるこ
と、凡そ四十餘次、而して尤も山地同胞の死を視ること歸
するが如くなる（平然と死に対する）は人後に落ちざるを
以て、更に難きに属し、能く貴ぶべきなり。初め、日人の
山胞を遇するや、一言にして之を蔽わば虐なるのみ。虐の
甚しきは、牛馬も且

かつ

て若
し

かず、山胞は二十餘年も容忍して
即発せざるは、機を相

み

、待つこと有ればなり。民国十九年
秋、南投県仁愛郷馬赫坡社首領莫那道父子、十月念七（＝
２７）日に霧社小学の運動会を開くを偵知し、曰く、機至
れり、と。其同族を預戒して期の如く集まらしめ、鉤鎌棘
矜を以て兵器と為し、身ずから率いて以て入り、日首長以
下三百餘人を戮し以て歸る。日軍警を聞き、急ぎ軍警数千
人を調え、巨礟を以て圍攻し、且つ毒策を用い、其同族を
して相い残なわせしむ。山胞は猝

にわ

かに大敵に遭い、衆寡は
懸殊し、強弱は異勢、死傷枕籍し、然れども猶お奮呼搏戰
し、屈する所とならず。當に礟火の激烈なるに、諸の山胞
は奮いて身を顧みず、生死を度外に置き、婦孺は則ち自ら
懸崖に墜ちて死し、以て其の丁壮を励まし、敵愾同仇せる
は、歌うべし泣くべし。日軍屢ば攻めるも不逞（うまくい
かない）にして、竟に人道を顧みず毒瓦斯弾を投ず。是の
如くして、相い持すること四閲月、血は高山に濺ぎ、屍は
深壑を填め、弾尽き糧絶え、大勢は已に去る。是に於いて
先後して自戕し同

とも

に尽きるに歸す。斯の時や、風雲変色・
草木凄悲、起義自り以来を計するに、戦死及び自殺せる者
九百餘人、吁

ああ

、亦た惨なり。事は日本国会に聞こえ、議論
沸騰し、遂に帝国主義者をして其の政策を変ぜしめ、剿を
改め撫と為し、復たは更に威力を用いず、山地建設に対し
ても亦た改善する所あるを見る。嗚呼、是の九百餘人なる
者、身を殺し仁を成し民族の為に犠牲となり、後世の山胞
をして羈繋を獲脱せしむること少なからず、而して後に死
ぬるの人、其の正気凛然なるに対し、永く後世の楷模と為
るべき者にして、其れ以て記すこと無かるべけんや。滄桑
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多変、事は二十三年を隔て、合葬の處、久しく已に湮没せ
り。光復以還、省府幾

しばし

ば苦心を費やし、近ごろ始めて荒煙
蔓草中より発現し、惻然として之を憫れむを禁ぜず。爰に
為に墳を築き碑を樹て、以て英霊を安んじ不朽に垂

のこ

さんと
す。

臺灣省民政廳長楊肇嘉撰
中華民国四十二（＝1953）年四月中浣（＝中旬）

　文意としては、日本の暴虐なる支配に対して命を賭して
敢然と立ちあがった人々を賞賛し、その死を悼み、結果と
して日本の台湾統治の方針を変えさせるに至ったことを歎
じて後世の模範と為すべきことを言うものである。なお、
文中でモーナ＝ルダオが「莫那魯道」ではなく「莫那道」
になっているが、これは誤りではない。「莫那魯道」とい
う漢字表記が定まったのは1973年12月であって、それ以前
は「莫那道」と記すのが通例であった（14）。
　それでは、以下、この文章の注意すべき点を指摘してみ
よう。まず注意すべきは、事件に対する視点である。この
文で視点の主体となっているのは台湾人である。それは冒
頭の「臺灣淪陥五十年、都人士不堪異族之摧殘」に明白で
あって、台湾史の中における日本が統治した50年間の位置
づけがなされ、台湾人の苦しみからまずは説き起こされる
のである。また末尾近くの「是九百餘人者、殺身成仁為民
族而犠牲」中の「民族」の語も台湾人の意味で用いられて
いると見られる。この部分の「民族」は一見セデック族の
こととも解されようが、彼らについては一貫して「山胞（山
地同胞）」の語を用いているので、冒頭部分の「異族」が
日本人を指しているように、ここの「民族」は台湾人全体
を指していると解するべきである。
　そして注意すべきは、民族名がここには現われていない
ことである。即ち、タイヤル（泰雅）族ないしセデック族
（賽徳克）の名がここには現われていないのである。そう
した少数民族の名を使わないことは、事件における彼らの
固有の位置づけを曖昧にするものである。殊に文中で「山
胞＝山地同胞」なる語で彼らを指し示すのは、まず台湾人
としての一体性があって「同胞」と認識され、その上で「山
地に居る人たち」という特徴で彼らを位置づけているもの
と見ねばならない。したがって、セデック族の戦いがここ
では台湾人全体の戦いに置き換えられているということに
なる。事件後に日本の台湾統治の方針が変化したことに言
及していることにも明らかなように、霧社事件は日本の統
治に対する台湾（人）の抵抗運動という大きな枠で把握さ
れ、その意義が主張されているのである。
　この碑記は戦没者紀念と称し、その意味では鎮魂慰霊が
主旨かと一見思われるのであるが、痛ましい結末の悲劇性
よりもむしろセデック族の人々の行動を英雄的なものとし
て称揚し、その勇猛英武が強調されているような印象を受
ける。「奮呼搏戰し、屈する所とならず」や「生死を度外

に置き」といった表現、「後世の楷模」「不朽に垂さんとす」
という語句にそれはよく表れている。セデック族の人々の
実際の心情を理解して彼らに寄り添うのではなく、抗日運
動の一環としてこの事件を位置づけ、その点において評価
するという姿勢がよく出ている。文章の起草者は、セデッ
ク族の人々に近づいていくのではなく、むしろ自分の立場
に彼らを引き寄せて「同胞」意識を醸成しているのではな
いか、という見方は皮相に過ぎるものではあるまい（15）。

忠烈祠とモーナ=ルダオ

　本稿の最後に、モーナ＝ルダオに対する顕彰の例として
忠烈祠を紹介しておく（16）。
　台北観光において、故宮博物院の近くに位置する忠烈祠
を訪れた人は多いであろう（そして衛兵交代を見たはずで
ある）。一般に忠烈祠とだけ言うが、忠烈祠祀辦法（1969
年発布）によればそれは首都忠烈祠であり、国庫によって
管理される施設であって、全国各地に存在する地方政府管
轄下の忠烈祠とは扱いが異なる。当該施設のホームページ
では国民革命忠烈祠という名称になっている。この施設を
指して、以下、本稿では忠烈祠と称する。
　祀られる人は「烈士」と称され、大きく、官＝公務員（軍
人を含む）と民とに分けられる。先に挙げた忠烈祠祀辦法
に、ここに祀られる人物についての資格・基準が定められ
ている。第２条は殉職官兵について述べ、「１．自ら先ん
じて敵陣に突入した者。２．敵の殺害で成果を上げ殊勲を
建てた者。３．領土の防衛に力を尽くし忠勇の特に顕著な
る者。４．危機にも挫けず戦場で癒えない傷を負った者。
５．そのほか忠烈な行いが模範尊敬に値する者。」という
条件が提示されている。第３条は殉難人民につき、「１．
敵の重要情報を得た者。２．民衆を組織して軍の作業に協
力し、あるいは軍の命令を実行した者。３．敵の頭目を刺
殺した者。４．敵の重要な交通路を破壊した者。５．敵の
工場や倉庫、及びその他の重大な軍用物資を焼き捨てたり
破壊したりした者。６．敵の情報組織を破壊した者。７．
捕虜となっても屈しなかった者。８．戦闘に当たった官民
の者を救護した者。９．その他、忠誠心ある行動が模範尊
敬に値する者。」という条件を列挙する。
　忠烈祠のホームページによれば、忠烈祠に祀られている
者の数は計40万1192人に上るという。忠烈祠では烈士を武
烈士と文烈士に分けており、第２条の官兵が武烈士で第３
条の民間人が文烈士に属するようである。武烈士は39万
8652人、文烈士は2540人で、数としては圧倒的に武烈士が
多く、その意味で忠烈祠はやはり基本的に戦没者のための
施設であると言えよう。注目すべきは、そこに含まれる人
物の事跡の年代である。忠烈祠は民国56年（1967年）に建
設が計画され民国58年（1969年）に完成したが、入祠者は
完成の遥か前に遡って対象とされる。時代的に、開国（1895
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年～）・討袁（1915 ～ 1916年）・護法（1917 ～ 1923年）・
東征（1925年）・北伐（1926 ～ 1928年）・討逆（1929 ～
1936年）・剿匪（1930 ～ 1936年）・抗日（1937 ～ 1945年）・
戡乱（1946 ～ 1991年）、という9段階に区分する（一部に
重複はある）。時代的には中華民国建国よりも前、孫文が
広州で初めて蜂起した年である1895年を起点としているこ
とが注意される。この区分は一見して蒋介石及び国民党が
支配の正当性を表現したものであることが明白であり、そ
れ故、その立場から入祠候補者の事跡評価がなされたであ
ろうことは容易に想像できる。
　モーナ=ルダオは、この忠烈祠に祀られている。その情
報は次のとおりである。

　　烈士姓名　　莫那魯道
　　殉難日期　　民国019年12月01日
　　入祀年月　　民国059年03月
　　牌位号碼　　Ｊ２－２６
　　奉祀地点　　文烈士祠
　　英烈事蹟　　民国十九年十月二七日率山胞起義襲撃在

霧社小学挙行運動会之日人官員、日調軍警進
攻、烈士退守馬赫坡上游、日人以飛機投毒気
弾、烈士乃自殺以殉。

　この情報を順に確認しよう。名は漢字で莫那魯道とす
る。同じく霧社事件に関わって忠烈祠に入祠されている
ダッキス＝ノビンは日本名の「花岡一郎」で記されている
が（17）、モーナ=ルダオには日本名はなく、またセデック
の文字もないので漢字で莫那魯道という表記になるのは致
し方ない。殉難の日は民国19年（1930年）12月1日となっ
ている。この日はまさに彼が自殺した日に他ならない。入
祀年月の民国59年3月は、忠烈祠の竣工からちょうど一年
後に当たり、忠烈祠祀辦法を受けて烈士が入祀せられた時
期かと推察され、検索してみると極めて多数の烈士がこの
時の入祀である。なお、前掲の花岡一郎や、1915年の抗日
運動の西来庵事件で死んだ余清芳のような抗日運動での
死者もみな入祀は民国59年3月である。牌位号碼はＪ２－
２６であり、花岡一郎がＪ２－２５なので、その隣になろ
うか。モーナ=ルダオは官兵ではないので民間人、それ故
に文烈士となる。事蹟については日本人襲撃のことと、日
本軍の攻撃、特に毒ガス攻撃を受け、最後は自殺したこと
を簡略に記すのみである。なお、ここでも「山胞」の語を
用いており、台湾人同胞としての認識が表われていること
注目すべきである。
　今見るところの忠烈祠の成立については、法の整備や建
物の建築は1960年代以降にかかるけれども、烈士の称揚と
いう点については、古く1933年の中華民国内政部公表「烈
士附祠辦法」に遡る。その条文によれば、「抗敵」殉難の
者を烈士とするがその「敵」とは実は日本を指すものであ
り、忠烈祠に関する中華民国最初の法令は敵国日本を想定

して制定されたものであることを、蔡錦堂氏は指摘してい
る（18）。とすれば、モーナ＝ルダオが忠烈祠に祀られてい
ることは、その施設の趣旨よりしてまことにふさわしいと
言わねばならない。

おわりに　　～結論にかえて～

　以上、霧社事件に関わって建設された牌坊や記念碑など
について、簡単ながら検討を加えてきた。それらに記され
た文章を検討して得られた認識は、「結局これらは漢人が
漢人の立場で作ったものに過ぎない」という至って平凡な
ものである。こうした認識はあの文章を一見すれば容易に
気づくものであり、無駄な作業であったとのそしりも免れ
まい（19）。しかし、その「一見すれば」で片づけてしまう
のではなく、文章の表現や撰者の立場を確認することで、
事件に対する当時の歴史認識とそれに基づく現実的態度
とが明瞭になったものと考える。モーナ＝ルダオについて
は、先の馬英九（国民党主席【当時】）政権期においても、
日本統治の負の側面に目を向けるべく称揚されたという。
歴史の政治的利用は現代でも続いているのであるのであっ
て、過去の話ではない。また、これまでモニュメントの文
章が紹介された時には、碑記の字に誤りがあったり、牌坊
と碑の区別をしなかったり、といった叙述の不備もあった
ので、それは本稿にて正すことができたと考える。殊に、
牌坊の文について対聯・輓聯として紹介した記事もまず見
当たらず、伝統的中国文化に関する知識からの言及がほぼ
なかったことは遺憾とすべきであった。それも僅かながら
補い得たと考える。
　本稿は、往時の歴史認識を非難することを目的とはしな
い。その後、霧社事件の犠牲者に対する少数民族の立場か
らの慰霊が行われるようになり（20）、民族の復興というべ
き状況が現在では存在する。しかしそうすると今度は、犠
牲者としてだけではなく、加害者としての彼らの立場が改
めて問われねばならなくなるのではないか、と思われてく
る。事件の持つ意味を適切に理解するためにはそういう観
点も必要になるはずである。本事件についてはこれまでに
も多くの研究がなされており、今後もさらに積み重ねられ
てゆくであろう。成果の充実を期待する。

注

１　霧社事件の詳細や経緯については専門の研究が多く出
ていることもあり、ここでは縷説しない。北村嘉恵「霧社
事件関連文献目録」が先行研究を網羅しているので、そち
らを参照のこと。
２　本稿は、北海道教育大学平成２９年度学長戦略経費教
員海外研究支援経費による成果である。採択に当たって、
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関係者各位に感謝の意を表するものである。なお、本稿は、
「日台関係史の解釈をめぐって　―烏山頭水庫風景区の解
説展示から―」（『史流』第46号、2016年3月）及び「芝山
巌の現在」（『釧路論集』第48号、2016年12月）に続く、日
台関係史に関する私の三番目の文に当たる。
３　なお、この点について、特に、当時の仁愛郷の郷長で
あった高永清は、彼の妻がもと花岡二郎の妻であったこと
もあり、この記念碑の建設を提唱したという。国民党政府
は抗日の宣伝の意を込めて牌坊などを建設したとの情報を
記すウェッブサイトもある。
４　牌坊についても「紀念碑」と称している文献などが多々
見られるが、形状からいえば間違いなく牌坊であり、さら
に奥にある「霧社山胞抗日起義紀念碑」と区別するため
にも、こちらは牌坊と呼ぶべきである。牌坊については、
李乾朗・兪怡萍『古蹟入門』や馮驥才主編『古風老牌坊』
に形状や名称などにつき要約した説明があって確認しやす
い。
５　統一企業集団は、高清愿氏によって1967年に創設され
た食品・流通の大企業である。高氏の著『美しい企業を求
めて』（邦訳は、プレジデント社、2000年）があるが、こ
うした捐贈の件などは一言も出てこない。該著によれば一
部日本の財界人とは深い交流もあり、例えば「反日」といっ
た姿勢の持ち主ではないようである。
６　以下、対聯については、顧平旦・常江・曾保泉主編　
『中国対聯大辞典』や鄭暁江・徐春林・陳士良主編『中国
殯葬文化』、徐超『対聯芸術』を参照した。
７　例えば『論語』里仁に「曾子曰、夫子之道、忠恕而已
矣。」とある「忠」は「まごころ」「まごころをつくす」の
意味である。
８　注６、前掲、『中国対聯大辞典』に多くの例が集めら
れている。ここでもそれを参照した。
９　陳化成紀念館については明志科技大学、通識教育中
心、通識線上電子報のサイトの記事を参照した。
10　人物のプロフィールについては、主に、徐友春主編『民
国人物大辞典』（1991年版）に拠った。また、ウェッブサ
イトにより情報を追加した場合もある。
11　新竹市文化局、人物誌、のサイトにより一部記述を補っ
た。
12　注10、前掲の『民国人物大辞典』に記載がなく、兪剣
華編『中国美術家人名辞典　修訂本』の記載に基づいた。
13　霧社起義戦没者紀念碑記の全文は、中川・和歌森『霧
社事件』134 ～ 135ページに載せられているが、誤字脱字
などのミスが16カ所もあって、拠るに足りない。
14　この件は、呉俊瑩「莫那魯道遺骸歸葬霧社始末」によっ
た。
15　この問題については、顧恒湛氏の「主體缺席的書寫：
戰後初期『山胞論述』之歷史初探（1945-1955）」が詳しい
ので参照されたい。なお、『自由時報』2017年10月27日の
記事によると、「霧社起義戦没者紀念碑記」の文中の「山

胞」の語を原住民に修正しようとの建議がなされたが、討
議の結果、碑が作成された時代の状況を考え修正はしない
とのことになった、という動きがあったとのことである。
台湾において少数民族が十分に尊重された立場を保持しえ
なかった現実に即するならば、「山胞」なる語の持つ「し
らじらしさ」は容易に理解しえよう。
16　忠烈祠については、国民革命忠烈祠のウェッブサイト
に拠った。また、赤江達也「現代台湾における『烈士』の
変容」を参考とした。なお、忠烈祠のサイトには何か問題
があるのか、人名検索を行うと不思議な情報が現われるこ
とがある。例えば、1915年の西来庵事件で死んだ余清芳に
ついて「殉難日期：民国前30年08月01日」と出たり、また
1912年に死んだ羅福星についても「殉難日期：民国前30年
03月01日」と出たりする。
17　但し、彼がなぜ「花岡一郎」という日本名で祀られる
のかについては、模範とされた人物ですら結局は反乱の側
についたのであり、日本の植民地教育は完全に失敗であっ
たことをアピールするためであるのだ、との説が、ドキュ
メンタリー映画『餘生　セデック・バレの真実』で語られ
ている。
18　蔡錦堂「台湾・日本・中国の『慰霊施設』の研究」（檜
山編『歴史の中の日本と台湾』234ページ）。
19　例えば檜山幸夫氏は、「たとえば、霧社事件の研究を
見ても、多くが漢族系研究者か日本人研究者でしかない。
さらに、霧社事件の記念碑に刻まれている碑文は中国語で
書かれている。少なくとも、その文言は犠牲となった人々
には理解することすら出来ない。つまり、あの記念碑は外
省人系漢人か本省人系漢人のためのものでしかない。」と
喝破している（檜山「転換期の台湾史研究」檜山編『歴史
の中の日本と台湾』35ページ）。また、映画『餘生　セデッ
ク・バレの真実』においても、モーナ＝ルダオの遺骨に対
する葬礼のニュースに対して、やはり漢民族のやり方であ
ることに対して冷ややかな語りがなされる。
20　事件70周年の際の行事は、アジア旅行研究会編著『台
湾旅行写真館　抗日霧社事件70周年紀念文化祭』に紹介さ
れている。

　※図版の写真は、全て竹内による撮影である（2017年9
月撮影）。
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霧社事件の記念碑について
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竹　内　康　浩
図 ５　 霧 社 山 胞 抗 日 起 義 紀 念 碑 。 正 面

図 ６　 霧 社 山 胞 抗 日 起 義 紀 念 碑 。 裏 面


